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第２回島内駅伝競走大会（11月10日）第２回島内駅伝競走大会（11月10日）

湾　

総
合
優
勝

湾　

総
合
優
勝

　

第
２
回
島
内
駅
伝
競
走
大
会
が
11

月
10
日
開
催
さ
れ
、
湾
が
総
合
優
勝

を
果
た
し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
早

町
支
所
ス
タ
ー
ト
し
北
回
り
で
ゴ
ー

ル
の
役
場
を
目
指
す
、
９
区
間
16
・

５
㎞ 
に
10
チ
ー
ム
90
名
が
健
脚
を

競
っ
た
。

　

隈
崎
町
長
が
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
、

午
前
10
時
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
第
１

区
小
学
女
子
（
早
町
支
所
～
塩
道
長

浜
公
園
前
、
１
・
０
㎞ 
）
嘉
手
浦
・
榊

結
衣
が
３
分
45
秒
の
力
走
。
２
区
へ
。

第
２
区
一
般
女
子
（
～
最
終
処
分
場

前
、
１
・
０
㎞
 

）
同
じ
く
嘉
手
浦
・
生

島
小
梅
が
３
分
36
秒
で
区
間
賞
。

　

第
３
区
中
学
男
子
（
～
志
戸
桶
東

部
公
民
館
入
り
口
、
２
・
45
㎞
 

）
荒

木
・
柳
裕
也
が
７
分
41
秒
で
区
間
賞

を
獲
得
。
先
頭
は
嘉
手
浦
。
第
４
区

高
校
男
子
（
～
旧
前
金
久
公
民
館
前
、

３
・
０
㎞
 

）起
伏
が
あ
る
タ
フ
な
区
間

で
湾
・
佐
藤
匠
真
が
９
分
25
秒
で
一

気
に
首
位
へ
。
第
５
区
小
学
男
子

（
～
伊
実
久
公
民
館
前
、
１
・
60
㎞
 

）、

小
野
津
・
浜
崎
結
仁
が
５
分
47
秒
で

４
位
で
受
け
た
襷
を
２
位
に
上
げ
る
。

　

第
６
区
中
学
女
子
（
～
伊
砂
坂
、

１
・
70
㎞
 

）
志
佐
・
濵
川
輝
心
が
、

６
分
04
秒
で
他
と
50
秒
以
上
の
差
を

つ
け
る
圧
巻
の
走
り
で
６
位
か
ら
３

位
へ
順
位
を
上
げ
る
。
依
然
ト
ッ
プ

は
湾
。

　

第
７
区
高
校
女
子
（
～
旧
坂
嶺
小

前
、
１
・
20
㎞
 

）
は
湾
・
梅
田
ゆ
め

か
が
４
分
09
秒
で
首
位
を
盤
石
な
も

の
と
し
、続
く
第
８
区
一
般
男
子（
～

高
校
前
、
２
・
90
㎞
 

）
も
湾
・
袰
谷

翔
が
９
分
39
秒
と
後
続
を
引
き
離
す
。

　

そ
し
て
最
終
第
９
区
40
代
以
上
男

子
（
～
役
場
、
１
・
65
㎞
 

）
古
園
正

樹
が
そ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
で
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
り
総
合
優
勝
を

飾
っ
た
。
な
お
区
間
賞
は
赤
連
・
大

平
次
生
の
５
分
13
秒
。

　

総
合
順
位
は
以
下
の
と
お
り
。
第

１
位
・
湾
（
１
時
間
00
分
29
秒
）、

第
２
位
・
志
佐
（
１
時
間
03
分
54
秒
）、

第
３
位
・
赤
連
池
治
Ａ
（
１
時
間
03

分
59
秒
）、
第
４
位
・
嘉
手
浦
（
１

時
間
04
分
29
秒
）、
第
５
位
・
小
野

津
（
１
時
間
04
秒
52
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
）、
第
６
位
・
中
央
（
１
時
間

06
分
10
秒
）、
第
７
位
・
中
里
連
合

（
１
時
間
06
分
53
秒
）、
第
８
位
・
荒

木
（
１
時
間
08
分
18
秒
）、
第
９
位
・

赤
連
池
治
Ｂ
（
１
時
間
10
分
42
秒
）、

第
10
位
・
早
町
（
１
時
間
10
分
55
秒
）。
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シ
マ
の
話
題

シ
マ
の
話
題

　

第
24
回
喜
界
町
わ
ん
ぱ
く
相
撲

大
会
が
11
月
２
日
、
伊
実
久
厳
島

神
社
前
で
行
わ
れ
、
約
80
名
の
児

童
た
ち
が
参
加
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
。

団
体
戦
低
学
年
の
部
…
優
勝
・
湾

Ａ
（
杉
山
實さ

ね
ひ
さ久

、
相
良
幸こ

う
の
す
け

之
介
、

澄
江
快か

い
と飛

）、
準
優
勝
・
湾
Ｅ
（
泊

耕こ
う
し志

、
吉
崎
光こ

う
が雅

、
霜
田
真ま

さ
み
ち道

）、

第
３
位
・
湾
Ｃ
（
岡
本
茉ま

ひ
ろ紘

、
竹

田
紗す

ず々
、
上
地
奏そ

う
し
ろ
う

士
朗
）

団
体
戦
高
学
年
の
部
…
優
勝
・
志

戸
桶
Ａ
（
有
馬
蒼そ

う
し志

、
荒
本
優ゆ

う
ご悟

、

操
香か

ほ帆
）、
準
優
勝
・
湾
（
嶺

翔か
け
る塁

、
松
本
颯さ

す
け介

、
夏
目
虎た

け
ろ
う郎

）、

第
３
位
・
志
戸
桶
Ｂ
（
操
洋ひ

ろ
と人

、

益
田
健た

け
る、

有
馬
慶け

い
ご郷

）

個
人
戦
未
就
学
児
の
部
…
優
勝
・

豊
逢あ

お央
（
湾
）、
準
優
勝
・
賀

藍あ
い
の
す
け

之
介
（
湾
）、
第
３
位
・
林

謙け
ん
し
ろ
う

志
郎
（
早
町
）

個
人
戦
小
学
１
年
生
の
部
…
優

勝
・
上
村
奏か

な
と翔

（
赤
連
）、
準
優

勝
・
杉
山
實
久
（
湾
）、
第
３
位
・

作
井
貴き

っ
ぺ
い平

（
中
里
）

個
人
戦
小
学
２
年
生
の
部
…
優

勝
・
藤
原
こ
の
は
（
赤
連
）、
準

優
勝
・
相
良
幸
之
介
（
湾
）、
第

３
位
・
花
房
蓮れ

ん

（
中
里
）

個
人
戦
小
学
３
年
生
の
部
…
優

勝
・
嶺
翔
塁
（
湾
）、
準
優
勝
・

霜
田
真
道
（
湾
）、
第
３
位
・
都

凜り
ん
と斗

（
湾
）

個
人
戦
小
学
４
年
生
の
部
…
優

勝
・
牧
岡
英え

い
り
ゅ
う

龍
（
赤
連
）、
準
優

勝
・
辻
﨑
悟ご

ろ
う朗

（
赤
連
）、第
３
位
・

有
馬
蒼
志
（
志
戸
桶
）

個
人
戦
小
学
５
年
生
の
部
…
優

勝
・
夏
目
虎
郎
（
湾
）、
準
優
勝
・

松
本
颯
介
（
湾
）、
第
３
位
・
久

原
嵩た

け
お央

（
赤
連
）

個
人
戦
小
学
６
年
生
の
部
…
優

勝
・
梶
原
永え

い
と兎

（
中
里
）、準
優
勝
・

有
馬
慶
郷
（
志
戸
桶
）、
第
３
位
・

操
香
帆
（
志
戸
桶
）

殊
勲
賞
…
操
香
帆
（
志
戸
桶
）、

敢
闘
賞
…
林
朱し

ゅ
り里

（
早
町
）、
技

能
賞
…
宮
元
瑛え

い
じ児

（
湾
）

第
24
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
　

伊
実
久
場
所

　

元
大
相
撲
力
士
の
旭

き
ょ
く
ど
う
ざ
ん

道
山
和か

ず
や
す泰

さ
ん
が
、
町
民
と
の
交
流
の
た
め
、

10
月
26
日
・
27
日
来
島
し
た
。
志

戸
桶
東
部
の
土
俵
に
お
い
て
ち

び
っ
こ
相
撲
の
練
習
を
視
察
、
稽

古
を
つ
け
た
後
、
中
央
公
民
館
で

島
内
の
三
味
線
教
室
の
生
徒
た
ち

か
ら
、
ご
本
人
の
出
身
地
で
あ
る

徳
之
島
の
「
ワ
イ
ド
節
」
で
歓
迎

を
受
け
、
館
内
の
皆
さ
ん
と
共
に

唄
と
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

旭
道
山
さ
ん
は
、「
島
の
方
々

に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
の
活
気
あ
ふ
れ
る
姿

を
見
て
、「
な
に
ご
と
も
経
験
が

大
事
。
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
、

見
て
聞
い
て
触
っ
て
み
て
、
そ
れ

が
自
分
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
を

見
極
め
る
。
で
き
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
る
こ
と
が
、
可
能
性
に
つ
な

が
る
。
こ
れ
か
ら
も
島
ん
ち
ゅ
の

心
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
子
ど

も
た
ち
に
将
来
へ
の
期
待
を
寄
せ

た
。（
以
下
提
供
）

元
・
旭
道
山
関
来
島
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会
と
し
て
、
現
在
教
室
に
通
う
５
歳

か
ら
一
般
の
方
が
発
表
。
そ
れ
ぞ
れ

「
い
き
ゅ
ん
に
ゃ
か
な
」
や
「
よ
い

す
ら
節
」
な
ど
を
披
露
。

　

そ
の
後
、
民
謡
愛
好
家
有
志
55

名
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
幕
開
け

し
、
牧
岡
さ
ん
や
東
郷
さ
や
か
さ
ん
、

安
田
博
樹
さ
ん
な
ど
が
島
唄
を
披

露
。
他
に
も
徳
之
島
教
室
門
下
生

の
指
宿
桃
子
さ
ん
、
徳
之
島
の
中
島

清
彦
さ
ん
た
ち
も
来
島
し
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
た
。

　

島
唄
だ
け
で
な
く
エ
イ
サ
ー
、
舞

踊
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
手
話
サ
ー
ク
ル
ミ
ミ

の
会
や
吾
妻
流
藤
豊
会
と
は
、
ピ

ア
ノ
と
三
線
の
生
演
奏
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
、宝
英
さ
ん
作
詞
・

作
曲
の
「
喜
界
や
よ
い
島
」
と
六
調

で
締
め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
本
イ
ベ
ン
ト
入
場
料
の
一

部
は
喜
界
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
、
本
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
活
用
さ
れ
る
。

　

安
田
民
謡
教
室
55
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
が
、
11
月

16
日
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
約

６
０
０
名
が
来
場
し
た
。

　

安
田
民
謡
教
室
は
55
年
前
、
安

田
宝
英
さ
ん
（
令
和
３
年
没
）
が
弾

く
三
線
に
合
わ
せ
て
湾
集
落
の
高
齢

者
が
唄
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
や
、

宝
英
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
３
歳
に
な
っ

て
島
唄
を
歌
い
始
め
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
開
設
。
宝
英
さ
ん
は
、
故
郷

の
徳
之
島
で
も
民
謡
教
室
を
開
い
て

お
り
、
弟
子
が
今
も
そ
れ
を
受
け
継

い
で
い
る
。

　

当
教
室
は
牧
岡
奈
美
さ
ん
や
川

畑
さ
お
り
さ
ん
、
界
眞
子
さ
ん
な
ど

全
国
で
活
躍
し
て
い
る
方
を
輩
出
。

界
さ
ん
が
宝
英
さ
ん
の
最
後
の
生

徒
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
は
奥
さ
ん

の
末
子
さ
ん
や
門
下
生
が
下
の
子
た

ち
に
受
け
継
い
で
お
り
、
原
田
幸
歩

さ
ん
や
、
昨
年
民
謡
民
舞
少
年
少

女
全
国
大
会
で
日
本
一
に
輝
い
た
久

原
奈
子
さ
ん
な
ど
が
そ
こ
に
あ
た
る
。

今
で
も
週
２
回
教
室
が
開
か
れ
て
お

り
、
賑
や
か
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

当
日
は
ま
ず
教
室
生
ミ
ニ
発
表

安
田
民
謡
教
室

安
田
民
謡
教
室  

5555
周
年
周
年

  
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト  

開
催
開
催

榮榮姫姫
ひ ら りひ ら り

良里良里さん、愛さん、愛真真
ま な かま な か

花花さん（ともに小１）さん（ともに小１）
「らんかん橋」「らんかん橋」

末子さんが踊りの先頭になって「稲すり節」末子さんが踊りの先頭になって「稲すり節」

新
極
真
会
喜
界
道
場

新
極
真
会
喜
界
道
場

　

県
空
手
道
選
手
権
入
賞
者
多
数

　

県
空
手
道
選
手
権
入
賞
者
多
数

　

青
少
年
育
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
第
11

回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
鹿
児

島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
が
、
11

月
24
日
県
体
育
館
（
鹿
児
島
市
）

で
開
催
さ
れ
、
喜
界
道
場
が
次
の

成
績
を
収
め
た
。

【
組
手
の
部
】

小
学
３
年
生
女
子
初
級
の
部

　
　

優
勝
：
砂
川
霖り

ん
け
い惠

小
学
３
年
生
男
子
初
級
の
部

　
　

準
優
勝
：
叶
嘉よ

し
き希

小
学
６
年
男
子
初
級
の
部

　
　

準
優
勝
：
林
瑛あ

き
ひ
ろ大

中
学
１
年
生
男
子
初
級
の
部

　
　

３
位
：
久
保
喜き

よ

と

代
人

右
か
ら
林
さ
ん
、砂
川
さ
ん
、

叶
さ
ん
、久
保
さ
ん（
提
供
）

寄
付
金
の
紹
介

寄
付
金
の
紹
介

　

東
京
喜
界
会
か
ら
喜
界
町
へ
寄

　

東
京
喜
界
会
か
ら
喜
界
町
へ
寄

付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
９
月

は
、
９
月
1616
日
に
開
催
さ
れ
た
第

日
に
開
催
さ
れ
た
第

9898
回
東
京
喜
界
会
総
会
並
び
に
敬

回
東
京
喜
界
会
総
会
並
び
に
敬

老
会
・
芸
能
祭
り
の
際
に
、
台
風

老
会
・
芸
能
祭
り
の
際
に
、
台
風

1010
号
に
よ
る
喜
界
島
の
災
害
見
舞

号
に
よ
る
喜
界
島
の
災
害
見
舞

金
を
募
る
と
と
も
に
会
員
に
よ
る

金
を
募
る
と
と
も
に
会
員
に
よ
る

手
作
り
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
を
販
売
し

手
作
り
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
を
販
売
し

た
売
上
金
と
を
合
わ
せ
て
寄
付
を

た
売
上
金
と
を
合
わ
せ
て
寄
付
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

行
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

心
温
ま
る
「
関
東
在
住
の
シ
マ
ッ

心
温
ま
る
「
関
東
在
住
の
シ
マ
ッ

チ
ュ
の
思
い
」
を
あ
り
が
と
う
ご

チ
ュ
の
思
い
」
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。
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体
操
の
畠
田
千
愛
選
手
が
来
島

し
、
喜
界
中
の
生
徒
に
向
け
た
講

演
会
と
特
別
授
業
が
11
月
11
日
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

「
ア
ス
リ
ー
ト
の
派
遣
等
に
よ
る
体

育
授
業
等
の
充
実
事
業
」
を
活
用

し
た
も
の
で
、
日
本
テ
レ
ビ
が
「
ア

ス
リ
ー
チ
」
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。

体
操
・
畠
田

体
操
・
畠
田
千千ち
あ
き

ち
あ
き愛愛
選
手
来
島

選
手
来
島

　
　
　
　

中
学
生
に
向
け
た
講
演
会
＆
特
別
授
業

中
学
生
に
向
け
た
講
演
会
＆
特
別
授
業

夢
が
大
き
い
と
、
つ
ま
づ
い
た
と
し
て
も
頑
張
れ
る

　
　
　

叶
え
ら
れ
た
ら
次
の
目
標
が
出
て
く
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
を
持
つ
こ
と
が
大
事

好
き
な
こ
と
な
ら
大
変
な
こ
と
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る

自
分
の
得
意
・
不
得
意
を
知
り
、

〝
で
き
な
い
か
ら
諦
め
る
〞
で
は
な
く
〝
で
き
る
こ
と
を
探
す
〞

　

畠
田
選
手
は
早
稲
田
大
学
２
年

の
20
歳
。
第
54
回
シ
ニ
ア
全
日
本

シ
ニ
ア
・
マ
ス
タ
ー
ズ
体
操
競
技

選
手
権
（
２
０
２
１
年
）
ゆ
か
優
勝
、

個
人
総
合
３
位
な
ど
の
実
績
を
も

つ
。
父
の
好よ

し
あ
き章

さ
ん
は
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
（
１
９
９
２
年
）
団
体
総

合
３
位
の
実
績
を
持
ち
、
母
の
友

紀
子
さ
ん
も
元
日
本
代
表
で
現
在

コ
ー
チ
を
務
め
、
姉
の
瞳
さ
ん
も

現
在
体
操
選
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
体
操
一
家
。

　

ま
ず
、
全
校
生
徒
に
向
け
た
講

演
会
が
行
わ
れ
、
畠
田
選
手
は
競

技
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

語
っ
た
。
生
徒
か
ら
「
体
操
を
し

て
い
て
辛
か
っ
た
こ
と
は
？
」
の
質

問
に
は
「
一
日
の
大
会
の
た
め
に
何

百
日
も
練
習
し
て
も
結
果
が
伴
わ

な
か
っ
た
と
き
。〝
何
の
た
め
に
練

習
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
〝
と
思
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
上
手
く

で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
方
が
多
い
が
、

上
手
く
で
き
た
と
き
は
何
十
倍
も

喜
び
が
大
き
く
な
る
。」
と
答
え
た
。

　

そ
の
後
、
１
年
生
の
体
育
の
授

業
で
マ
ッ
ト
運
動
が
行
わ
れ
、
生

徒
が
そ
れ
ぞ
れ
前
転
や
後
転
、
側

転
な
ど
す
る
中
で
、
畠
田
選
手
が

実
演
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な

ど
し
て
い
た
。

　

授
業
の
最
後
に
、
畠
田
選
手
が

こ
れ
ま
で
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
を
披

露
。
生
徒
は
首
に
か
け
る
な
ど
し

て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

見事なバク宙も披露見事なバク宙も披露
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➡
11
月
23
日
、
旧
・
坂
嶺
小
校
区

で
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
町
と

内
閣
府
が
主
催
。
県
、喜
界
事
務
所
、

自
衛
隊
お
よ
び
気
象
庁
が
連
携
し
、

委
託
業
者
の
（
株
）
ラ
ン
ド
ブ
レ

イ
ン
の
運
営
で
実
施
さ
れ
た
。

　

午
前
９
時
、
奄
美
群
島
太
平
洋

沖
北
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
２

（
震
度
６
強
）
の
地
震
が
発
生
。
２

分
後
に
大
津
波
警
報
発
表
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
、
９
時
５
分
の
防

災
無
線
放
送
で
住
民
は
高
台
避
難

の
流
れ
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
住
民
は
旧
・
坂
嶺
小

学
校
に
集
ま
り
、
そ
こ
で
は
各
専

門
家
の
講
話
が
あ
っ
た
。
鹿
児
島

大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
岩
船

教
授
は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
津

波
が
押
し
寄
せ
た
と
き
の
状
況
を

動
画
を
用
い
て
解
説
。
ま
た
、
電

柱
が
倒
れ
て
い
た
り
、
道
路
が
陥

没
す
る
な
ど
し
て
車
が
通
れ
な

い
こ
と
も
起
こ
り
得
る
た
め
、
避

難
し
て
い
る
と
き
が
危
険
な
状
態

で
あ
る
こ
と
や
、
状
況
に
応
じ
て

高
台
へ
の
「
立
ち
退
き
避
難
」
と
、

頑
丈
な
建
物
の
２
階
以
上
へ
上
が

る
「
垂
直
避
難
」
の
２
つ
を
説
明
。

　

判
断
の
目
安
と
し
て
、
地
震
発

生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
が
30
分
で

あ
れ
ば
立
ち
退
き
避
難
、
15
分
程

度
で
あ
れ
ば
垂
直
避
難
と
、
自
分

自
身
で
の
判
断
〝
自
助
〝
が
重
要

と
語
ら
れ
た
。

　

万
が
一
に
備
え
て
、
自
宅
の
家

具
家
電
は
固
定
（
壁
に
固
定
だ
け

だ
と
壁
が
抜
け
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
可
能
な
ら
柱
へ
も
）、
寝
室

に
は
高
い
タ
ン
ス
な
ど
を
置
く
と

下
敷
き
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

寝
床
の
横
に
低
め
の
タ
ン
ス
を
置

く
と
、
他
の
家
具
な
ど
が
落
ち
て

き
て
も
隙
間
が
で
き
助
か
る
可
能

性
が
高
く
な
る
こ
と
、
転
が
ら
な

い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
あ
れ
ば
72
時

間
の
壁
（
被
災
後
３
日
過
ぎ
る
と

生
存
率
が
著
し
く
低
下
す
る
た
め
、

そ
の
境
界
の
こ
と
）
を
乗
り
越
え

ら
れ
得
る
こ
と
も
語
ら
れ
た
。

　

続
け
て
、
気
象
庁
名
瀬
測
候
所

地
域
防
災
官
の
阿
見
氏
が
、「
県
が

想
定
し
て
い
る
奄
美
群
島
太
平
洋

沖
地
震
（
北
部
）
が
発
生
し
た
場
合
、

喜
界
町
で
は
最
大
震
度
７
、
津

波
が
４
分
後
に
到
達
し
、
最
大
津

波
高
５
ｍ
超
が
22
分
後
に
到
達
す

る
。」「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
喜
界
町
は
最
大
震
度

２
、
最
大
津
波
高
約
５
ｍ
を
想
定
。

旧
・
坂
嶺
小
校
区
で
防
災
訓
練
実
施

坂坂
嶺嶺

校

でで

災

練練
実
施

決
め
る
の
は
自
分
自
身

仮
に
発
生
す
る
と
港
設
備
が
損
害

を
受
け
、
さ
ら
に
本
土
が
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
物
資
が
供
給
さ
れ
に
く
く

な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。」
と
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
の
駒
越
氏
に
よ
る

〝
喜
界
島
の
地
質
を
知
り
、
災
害
に

備
え
る
〝
と
題
し
た
講
話
も
あ
り
、

サ
ン
ゴ
礁
の
特
性
や
喜
界
島
の
地

質
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、「
地

域
の
特
性
を
知
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
回
復
力
、
立
ち
直
る
力
）
を
高
め

て
い
く
こ
と
も
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

の
１
つ
の
手
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
消
防
署
員

に
よ
る
け
が
人
を
人
力
で

輸
送
す
る
際
の
担
ぎ
方
の

実
演
が
あ
り
、
さ
ら
に
自

衛
隊
奄
美
警
備
隊
の
炊
き

出
し
訓
練
と
し
て
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
が
振
る
舞
わ
れ
、

長
い
行
列
が
で
き
て
い
た
。

　

今
回
、
初
の
試
み
と
し

て
陸
上
自
衛
隊
奄
美
警

備
隊
に
よ
る
物
資
輸
送
訓

練
も
行
わ
れ
た
。
隊
員
は

早
朝
４
時
に
自
衛
隊
喜
界

島
通
信
所
を
出
発
、
浦
原
へ
下
り

て
南
回
り
で
旧
坂
嶺
小
ま
で
の
距

離
を
徒
歩
で
進
み
、
大
規
模
災
害

で
交
通
網
が
遮
断
さ
れ
た
際
の
物

資
輸
送
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

町
で
は
、
年
１
回
集
落
で
の
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
役
場
総
務
課
へ
。

　

喜
界
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
左

の

Ｑ

Ｒ

コ
ー
ド
か

ら
確
認
可

能
（
Ｈ
Ｐ

へ
移
動
）。

立
ち
退
き
避
難
？
垂
直
避
難
？

岩船教授
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午
後
１
時
か
ら
は
、
喜
界
島
通

信
所
で
の
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

開
所
62
周
年
記
念
「
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
中
に
地
震
が
起
き
た

と
い
う
想
定
で
、
各
ゲ
ス
ト
が
演

奏
や
歌
唱
、
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る

中
で
、
地
震
速
報
が
流
れ
た
。
速

報
を
聞
い
て
、
自
衛
官
の
誘
導
の

も
と
、
参
加
者
は
頭
を
抱
え
て
低

い
姿
勢
を
取
り
、
誘
導
に
従
っ
て

安
全
な
場
所
へ
移
動
し
た
。

引
き
続
き
、

喜
界
島
通
信
所
で

喜
界
島
通
信
所
で

　
　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

提供提供

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
自
衛
官
は

避
難
者
の
誘
導
を
、
参
加
者
は
避

難
者
と
し
て
、
喜
界
島
通
信
所
に

ど
の
よ
う
に
行
け
ば
よ
い
か
、
内

部
は
ど
う
な
っ
て
い
て
、
隊
員
に

ど
の
よ
う
に
誘
導
さ
れ
る
の
か
訓

練
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
消
防
等
に

よ
る
防
災
講
話
を
受
け
、
防
災
に

関
す
る
知
識
を
深
め
た
。

　

喜
界
町
と
喜
界
島
通
信
所
は
、

令
和
６
年
３
月
13
日
に
「
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
避
難
場
所

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

お
り
、
各
防
災
訓
練
を
同
日
開
催

し
、
相
互
に
協
力
し
て
行
わ
れ
た
。

協
定
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
す
べ
く
、
今
後
も
情
報
共
有
を

行
う
。

提供提供

11
月
2
日
に
「
第
3
回
日
本
で

最
も
美
し
い
村
ま
つ
り
」
が
東
京

ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
竹
芝
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
都
市
部
に

お
い
て
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
加
盟
す
る
素
晴
ら
し

い
地
域
資
源
を
持
つ
町
村
や
地
域

の
伝
統
文
化
な
ど
の
魅
力
に
出
会

い
、
体
験
し
、
繋
が
り
が
生
ま
れ

る
祭
り
に
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

２
０
２
１
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
。

　

喜
界
町

は
ス
テ
ー

ジ
で
牧
岡

奈
美
さ
ん
、

田
向
美
春

さ
ん
に
よ

る
奄
美
シ

マ
唄
の
披
露
と
、

「
喜
界
や
よ
い
島
」

な
ど
に
合
わ
せ
東

京
小
野
津
茜
会
の

踊
り
手
が
大
島
紬

姿
で
舞
い
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
島
の

雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
た
。

　

ま
た
、
マ
ル
シ
ェ

ブ
ー
ス
で
は
黒
糖
や
花
良
治
み
か

ん
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
シ

ロ
ッ
プ
を
メ
イ
ン
と
し
た
17
種
類

の
特
産
品
販
売
を
行
っ
た
。
延
べ

約
１
５
０
０
人
以
上
が
会
場
に
足

を
運
び
、
喜
界
町
の
ブ
ー
ス
に
訪

れ
た
方
か
ら
は
「
喜
界
島
の
き
れ

い
な
海
を
見
に
遊
び
に
行
き
た

い
。」「
奄
美
シ
マ
唄
を
聴
い
て

か
ら
喜
界
島
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、

度
々
喜
界
島
を
訪
れ
て
い
る
。」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
今
回

初
め
て
来
場
者
に
よ
る
美
し
い
村

フ
ァ
ン
投
票
が
行
わ
れ
、
喜
界
町

が
栄
え
あ
る
1
位
を
獲
得
し
た
。

現
地
の
写
真
は
全
て
提
供

「な

日
本
で
最
も
美
し
い
村
ま
つ
り

喜
界
町
大
人
気
!!

7　Kikai Public Relations 2024.12
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1

喜
界
島

喜
界
島

　
　

み
ら
い
会
議

　
　

み
ら
い
会
議

　

「
中
里
ま
り
ろ
う
会
」
は
中
里
青
年
団
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
活
動
を
休
止
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
集
落
を
盛
り
上
げ
た
い

支
え
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
得
田
前
区
長
、
秋

田
現
区
長
を
中
心
に
30
年
程
前
に
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
ま
り
ろ
う
の
意
味
は
盛
り
上
げ
よ

う
、
集
ま
ろ
う
の
意
味
が
あ
り
枠
を
設
け
ず
皆

で
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
三
十
代
か
ら
五
十
代
を
中
心
に
集
落
の
夏
祭

り
や
島
遊
び
の
企
画
運
営
、
そ
の
他
行
事
等
の

手
伝
い
を
行
い
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
下
支
え

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
里
集
落
の
黄
色
い
法は

っ
ぴ被

を
着
な
が
ら
集
落

の
行
事
を
盛
り
上
げ
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
由

ら
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
先
輩
方
に
育
て

て
も
ら
い
、
そ
の
時
の
風
景
、
香
り
が
私
の
心

に
懐
か
し
さ
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
タ

ス
キ
を
次
の
世
代
に
、
故
郷
の
懐
か
し
さ
や
良

い
氣
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
仲
間
（
先
輩
・
後
輩
）

と
語
り
合
い
な
が
ら
伝
統
を
守
り
、
引
き
継
ぎ

な
が
ら
も
新
し
い
発
想
で
変
化
も
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
か
の
有

名
な
中
里
集
落
伝
統
の
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
で
は
、

初
の
試
み
と
し
て
そ
の
場
で
ソ
ー
メ
ン
を
食
し

て
頂
き
た
く
、
ま
り
ろ
う
会
特
製
ソ
ー
メ
ン
を

販
売
致
し
ま
し
た
。
来
年
も
販
売
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
賞
味
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
密
か
に
人
気
上
昇
中
の
ま
り
ろ
う
Ｔ
シ
ャ

ツ
!!
老
若
男
女
、
ど
な
た
で
も
着
ら
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
工
房
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
沖
縄
の
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
勝
る
人
気
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

終
わ
り
に
、
中
里
ま
り
ろ
う
会
の
活
動
に
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
企

業
、
団
体
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

「
ひ
ん
に
ゃ
が
な
り
す
り
ば
ー

　
　
　
　
　
　

う
び
さ
ん
く
と
ぅ
な
ゆ
ん
が
」

な
ー
と
ぅ
の
先
輩
よ
り

（
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
力
を
出
し
合
え
ば
、

す
ご
い
こ
と
に
な
る
よ
）

中
里
ま
り
ろ
う
会

　
　

会
長
　

野
間
　

弘
也
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財産

遺言空き家

令和令和７年２月２日(日 )日 (日 )

喜界町　企画観光課　☎0997-65-3683喜界町　企画観光課　☎0997-65-3683

※※事前申込事前申込をお願いします。をお願いします。  空きがある場合に限り、当日参加も可能です。

実家が空き家になっている、空き家を相続したけど
どうしたら良いかわからない、など「空き家問題」
を抱えていませんか。
このセミナーで役立つ知識を得たり、個別で専門家
のアドバイスをもらったりして「空き家問題」を解
決しませんか。
お家のこと、空き家のこと、この機会に考えてみま
しょう！

セミナーと
個別相談会

相続登記相続登記に関する
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　　　　　　　　　および、県知事への報告会および 県知事

韓国プサンでのプレゼンテーション

　そこには、16 カ国 21 箇所の認定地域から専門
家が参加し、各地域の稀有な地質についてのプレ
ゼンテーションがなされました。
　隈崎町長と渡邊理事長は
① 化⽯サンゴの詳細な放射年代測定により、喜界

島は過去 10 万年間、連続的に隆起してきたこ
とが明らかになっている。

② サンゴ礁段丘は、後期更新世（12 万６千年前～
１万 1700 年前）の氷河サイクル中の急速な海
⾯変動によって形成され非常に⼤きい速度で継
続的に隆起している。

③ 隆起率は更新世後期から⼀貫して維持され、完
新世のサンゴ礁段丘には千年規模で発⽣した過
去の地震活動が記録されている。

④ 驚異的な隆起速度により、喜界島では海岸に保
存状態の良いサンゴの骨格が露出し、完新世（過
去１万年間）の詳細な気候変動やサンゴ群集の
変遷を調べる
ことが可能で
ある。

といったことを
発表し、訪れた
世界中の専門家
の興味を引きま
した。

　喜界島の完新世（約１万年前～現在まで）のサ
ンゴ礁段丘が、国際地質科学連合（IUGS）が主催
する「セカンド 100」IUGS 地質遺産サイト（The 
Second 100 IUGS Geological Heritage Sites）
として「世界地質遺産」に認定されました。こ
れを受けて隈崎町長と喜界島サンゴ礁科学研究所
の渡邊理事長は、韓国プサンで８月 25 日～ 31 日
にかけて行われた国際地質学会に出席し、認定に
ついてのプレゼンテーションを行いました。

韓韓国プサ のプレゼ テ

祝・世界地質遺産認定 !!

認定までの経緯
2022年： 第１回「世界地質遺産 100」にて、世界

中の⾼い国際的価値を持つ地質遺産から
100 か所が認定、以降２年ごとに 100
地点を新たに選定。

2023年３⽉：喜界島ジオパーク準備評議会発⾜
2023年６⽉：喜界島ジオパーク推進協議会発⾜
2023年10⽉： 第 13 回⽇本ジオパーク全国⼤会へ

の参加、喜界島におけるジオパーク
認定に向けた取組を紹介

2024年３⽉： 第２回「世界地質遺産 100」にて
64 カ国 174 候補地の１つとして喜
界島が１候補に

2024年８⽉： 第２回「世界地質遺産 100」に「喜
界島の完新世サンゴ礁段丘」の名称
で認定。

2024年８⽉： 国際地質学会（IUGS2024）にて、
認定プレゼンテーションを実施。

　これらのことを10 月３日、隈崎町長、渡邊理事長と
山崎敦子サンゴ研究所所長が県庁・塩田知事へ表敬訪
問し、 認 定
されたことと、
令 和７年４
月に日本ジ
オパーク認
定申請を目
指しているこ
となどを報
告しました。

国際地質科学連合（ＩＵＧＳ）について
　1961 年に設⽴され、国際地質会議の間で地質
科学の国際研究プログラムを調整するために設⽴
され、世界 115 の国と地域、８つの委員会、４つ
のワーキンググループ、38 の関連組織を代表し、
世界で最⼤かつ最も活発な科学団体の⼀つ。
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R6.10.16 ～ 11.15 申込分

・寄付者合計　1311 名

・広報掲載希望　68 名

当月合計：16,344,500 円

今年度累計：86,271,136 円

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ふるさと納税ふるさと納税
（敬称略）

介護人材確保支援事業補助金について

　本町において介護事業等に従事する人材を確保し、社会福祉の増進に寄与することを目
的とし補助金を交付します。交付を希望される方は役場保健福祉課へお問い合わせください。

交付対象者
　町内に住所を有する者で、次に掲げる研修の修了後に町の福祉事業及び活動等に協力で
きる者とする。
・介護職員初任者研修を修了した者
・その他の必要と認める研修を修了した者

補助額
　上記研修の受講料の２分の１の額（補助金に 1,000 円未満の端数が生じた場合は、これ
を切り捨てる。）とし、上限額は 30,000 円とする。

問い合わせ先 ：役場保健福祉課　☎ 0997-65-3685
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○受付期間
令和７年１月６日（月）～令和７年１月 10 日（金）
※令和７年４月１日入所希望の方は、必ずこの期間内に申込みをして下さい。

○受付時間
　月曜日～金曜日（祝日除く）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分

○受付場所
　保健福祉課
　※申込用紙は各保育園、保健福祉課窓口に準備してあります。

○対象児
　小学校就学前の児童

○入所基準…次のいずれかに該当する場合
　・就労　・妊娠、出産　・保護者の疾病、障害　・災害復旧　・求職活動（起業準備含む）
　・就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
　・同居又は長期入院等している親族の介護、看護
　・育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　・その他、上記に類する状態として喜界町が認める場合

○問い合わせ先
　保健福祉課　☎ 65-3685

令和７年度　保育所入所のご案内令和７年度　保育所入所のご案内

島で高校生活を送りませんか？
～ふるさと留学生の募集について～

　町内の小中学校に通った実績がある生徒、　町内の小中学校に通った実績がある生徒、

もしくは、島２世・３世で親族が島にいるもしくは、島２世・３世で親族が島にいる

お子さんを、町が指定する寮での受入を行お子さんを、町が指定する寮での受入を行

います。います。

　詳しくは、企画観光課留学担当　詳しくは、企画観光課留学担当

　　　　　　　（☎ 0997-65-3682）へ。　　　　　　　（☎ 0997-65-3682）へ。

県の事業で島ぃゆ
（＝奄美群島水産
物）を提供するお
店を紹介していま
す！詳細はQRコー
ドから！ Instagramはshimaiyu_gourmet
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喜界町商工会女性部喜界町商工会女性部
滑走路沿いにユリの球根を 1200 個植えました滑走路沿いにユリの球根を 1200 個植えました

　喜界町商工会女性部（西原磯子部長）は 11 月 17 日、滑走路のフェンス沿い約 50m の区　喜界町商工会女性部（西原磯子部長）は 11 月 17 日、滑走路のフェンス沿い約 50m の区

間にユリの球根 1200 個を植えました。この活動は、鹿児島県商工会女性部連合会の助成を間にユリの球根 1200 個を植えました。この活動は、鹿児島県商工会女性部連合会の助成を

受けた「花いっぱい運動」の一環として、地域の美化と観光促進を目的に実施されたものです。受けた「花いっぱい運動」の一環として、地域の美化と観光促進を目的に実施されたものです。

　当日は花だよりの永井嘉文さん指導のもと女性部員 10 名が作業を行いました。西原部長は　当日は花だよりの永井嘉文さん指導のもと女性部員 10 名が作業を行いました。西原部長は

「空港周辺を百合の花で彩り、空港を利用す「空港周辺を百合の花で彩り、空港を利用す

る旅行者や地元の方々に喜界島の魅力を感じる旅行者や地元の方々に喜界島の魅力を感じ

ていただける場ていただける場

所にできたら。」所にできたら。」

と話しました。と話しました。

春には “ユリいっぱい空港” に !?春には “ユリいっぱい空港” に !?

川
嶺
青
年
団

川
嶺
青
年
団

　
　
　
　

発
足

　
　
　
　

発
足
!!!!

　

こ
の
ほ
ど
川
嶺
集
落
で
青
年
団
が
発

足
さ
れ
ま
し
た
。
移
住
者
や
他
集
落
か

ら
の
移
動
に
よ
り
20
代
～
40
代
の
若
手

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
11
月

2
日
に
集
落
生
活
館
で
決
起
集
会
（
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
）
を
行
い
、
気
運
を
高
め
ま
し

た
。

以
前
の
青
年
団

　

キ
ャ
ベ
ツ
畑
で（
提
供
）

　

行
事
な
ど
を
通
し
て
集
落
を
盛
り
上

げ
、
数
年
後
に
は
盆
祭
り
を
開
催
す
る

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
川
嶺

で
は
70
～
80
年
振
り
の
青
年
団
だ
そ
う

で
す
。
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①介護職員 /正 : 月給 15 万円
～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

0997-65-0294

①特別養護老人ホーム 看護職員
　正社員 : 月給 218,000 円～ 252,500 円　パート : 時給 1,110 円～ 1,227 円
②デイサービス 看護職員
　正社員 : 月給 198,000 円～ 252,500 円　パート : 時給 1,110 円～ 1,227 円
③介護支援専門員　正社員 : 月給 201,000 円～ 231,500 円　パート : 時給 1,162 円
※特定処遇改善手当支給（勤務時間や保有資格、勤続年数等に応じて支給）
※オンコール手当支給   1,500 円 /1 回 (①②看護職の方が対象 )

就職支度金・入職祝金制度 /通勤手当支給　
業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度　
合同研修など教育充実 /キャリアパス制度　
退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A.  8:30~17:30　  B.10:00~19:00　    
②A.  8:30~17:30 
③A.  8:30~17:30

履歴書をご郵送またはご持参ください。
書類到着後、面接日程をご連絡いたします。
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
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暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

　

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
年
末

年
始
が
近
付
い
て
き
ま
し
た
ね
。

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん

な
１
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
時
期
は
、
普
段
よ
り
不
規

則
な
生
活
が
続
き
や
す
く
、
寒
暖

差
な
ど
で
体
調
を
崩
し
や
す
い
の

で
、
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
元
気

に
過
ご
せ
る
と
良
い
で
す
ね
。

寒
い
日
に
こ
そ

寒
い
日
に
こ
そ

　
　
　
　
　

冬
野
菜菜菜

　

南
に
位
置
す
る
喜
界
島
も
、
さ

す
が
に
冬
場
は
冷
え
ま
す
ね
。
そ

ん
な
時
に
食
べ
た
い
の
が
、
体
を

温
め
て
く
れ
る
食
材
で
す
。

　

一
般
的
に
、「
夏
野
菜
＝
体
を

冷
や
す
・
夏
バ
テ
の
疲
労
回
復
」、

「
冬
野
菜
＝
体
を
温
め
る
・
冷
え

性
や
風
邪
予
防
」
の
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬
野
菜
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
類
が
、
血
行

促
進
し
た
り
、粘
膜
（
鼻
や
の
ど
）

か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
い

だ
り
し
て
く
れ
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
冬
野
菜
は
寒
さ
で
凍
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
細
胞
内
に

糖
を
蓄
え
る
の
で
、
糖
度
が
高
い

も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

だから食べたときに

「甘くておいしい♡」

って感じるんだ！

　

白
菜
や
大
根
な
ど
の
冬
を
代
表

す
る
食
材
た
ち
も
、
生
の
サ
ラ
ダ

な
ど
で
食
べ
る
と
、
含
ま
れ
て
い

る
水
分
に
よ
っ
て
体
が
冷
え
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
野
菜

は
加
熱
調
理
し
て
食
べ
る
の
が
オ

ス
ス
メ
で
す
！

　

寒
い
冬
に
食
べ
た
く
な
る
あ
っ

た
か
～
い
鍋
や
煮
物
、
汁
物
料
理

冬
に
は
【
冬
の
食
べ
方
】
を

冬
に
は
【
冬
の
食
べ
方
】
を

は
、
体
を
芯
か
ら
温
め
ら
れ
る
、

冬
に
も
っ
て
こ
い
の
調
理
方
法
と

言
え
ま
す
ね
♪

30
・
10
（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）

運
動
と
は
、
宴
会
時
の
食
べ
残
し

を
減
ら
す
た
め
の
働
き
か
け
の
こ

と
で
、

＊
【
乾
杯
後
30
分
間
】
は
席
を
立

た
ず
に
、
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
＊
【
お
開
き
10
分
前
】
に
な
っ
た
ら
、

自
席
に
戻
っ
て
再
度
料
理
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
、
食
品
ロ
ス
を
削
減

す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
忘
年
会
・
新
年
会
シ
ー

ズ
ン
で
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」
を

心
が
け
、
楽
し
く
美
味
し
く
宴
会

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

※
あ
く
ま
で
も
『
食
品
ロ
ス
を
減

ら
す
こ
と
』
が
目
的
で
す
。
お

酒
は
程
々
に
、「
呑
ま
な
き
ゃ
も
っ

た
い
な
い
」
と
は
異
な
り
ま
す
！

　

去
る
10
月
26
日
（
土
）
Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｂ
Ｅ
（
旧
朝
花
）
に
お
い
て
、
オ
ア

シ
ス
ケ
ア
喜
界
に
よ
る
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
認
知
症
に
つ
い

て
気
軽
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
集

ま
り
で
す
。
専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
の
で
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
参
加
者
ス
タ
ッ
フ
含
め

て
25
名
で
、
海
の
見
え
る
素
敵
な

空
間
で
島
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
お

い
し
い
ケ
ー
キ
と
、
コ
ー
ヒ
ー
マ
イ

ス
タ
ー
が
入
れ
て
く
れ
る
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
、
明
日
へ
の
英

気
を
養
い
ま
し
た
。
介
護
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
困
り
ご

と
の
相
談
を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

　

オ
ア
シ
ス
ケ
ア
喜
界
で
は
今
後

定
期
的
な
開
催
を
計
画
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

三
歳
児
健
診
で
む
し
歯
ゼ
ロ
の

三
歳
児
健
診
で
む
し
歯
ゼ
ロ
の

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

思　千
ち は る

晴くん後藤　颯
さ つ き

希くん野間　想
そ う や

也くん野間　暖
は る や

也くん廣司　良
り ほ

帆ちゃん宮元　環
か ん じ

児くん

第
１
回

第
１
回

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
催

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
催

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

　
　
　
　

　
　
　
　

3030
・・
1010
運
動
運
動
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第二保育園発表会 （11/9）
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第一保育園発表会 （11/16）
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町からのおしらせ

住民課からのおしらせ
12 月４日から 10 日は

　　　「第 76 回人権週間」です

　人権週間は、昭和 23 年の国連総会において「世

界人権宣言」が採択されたことを記念して国におい

て定められたもので、今年で 76 回目となります。

　私たちの社会には、部落差別をはじめとして、女

性、子ども、高齢者、障害者、外国人、性的指向及

び性自認等に関する人権問題が依然として存在して

おり、さらに、インターネット上の誹謗中傷、感染

症等に関する偏見や差別など様々な人権問題が生じ

ております。

　これらの問題を解決するためには、私たち一人ひ

とりが人権問題を「自分自身にも関わりのあること」

として受けとめ、身近な人権問題について関心を持

ち、正しく理解することが大切です。

　全ての人の人権が尊重される社会づくりのため、

この機会に、ぜひ皆さんもあなたの身近なことから

人権について考えてみましょう。

　各市町村には、法務大臣が委嘱した人権擁護委員

がおり、地域に密着した存在として様々な人権に関

する相談に応じています。

　本町では次の方々が人権擁護委員として活動して

います。

安藤　和久さん（上嘉鉄）

玉利　幸子さん（伊実久）

西野　賀智さん（上嘉鉄）

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもるくん　人ＫＥＮあゆみちゃん

「20 歳になったら国民年金」

　公的年金は、老後やいざという時の生活を現役

世代みんなで支えることを基本とした仕組みです。

　具体的には、若いときに公的年金に加入して保

険料を納め続けることで、年をとった時・病気や

ケガで障害が残った時・家族の働き手が亡くなっ

た時に、年金（老齢・障害・遺族）を受け取るこ

とができる制度です。（保険料収入以外にも税金

や年金積立金が年金給付に充てられています）

※ 日本国内に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての

方に公的年金への加入が法律で義務付けられて

います

※ 保険料の納め方は、公的年金制度によって異な

ります

※ 国民年金第１号被保険者の方には、基礎年金番

号通知書と納付関係書類が届きます。内容をご

確認のうえ納付又は免除申請の手続きをお願い

します

【問い合わせ】

　保健福祉課国民年金担当　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　　☎ 0997-52-4341

保健福祉課からのおしらせ
「予約制による年金相談の開催」について

　奄美大島年金事務所の相談員が来町しますので、

この機会にぜひご相談ください。

【日時・会場】

【相談員】奄美大島年金事務所職員

【内　容】国民年金や厚生年金の受給に関すること

【相談当日に持参するもの】

①本人確認書類（運転免許証・個人番号カード等）

② 基礎年金番号がわかる書類（年金手帳・基礎年金

番号通知書・年金証書等。又は個人番号カード）

③ 代理で相談をする場合は、本人からの委任状と代

理人の本人確認書類（顔写真付きの免許証・個人

番号カード等）が必要です

【申込先】（要予約）

保健福祉課国民年金担当　☎ 0997-65-3685

開催日 時　間 会　場

令和７年1月８日（水） 13：00～17：00 役　場
研修室令和７年1月９日（木） 9：00～14：30
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アリモドキゾウムシ根絶のために
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サンゴ通信
喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

№６７№６７

東
京
に
喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁
を

　
　
　
　

持
っ
て
い
き
ま
し
た
！

10
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て

東
京
の
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー
に
て

「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
２
０
２
４
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
エ
ン

ス
ア
ゴ
ラ
と
は
、
科
学
技
術
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
主
催
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
に
開
か
れ
た
科

学
と
社
会
を
つ
な
ぐ
日
本
最
大

級
の
科
学
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
私

た
ち
は
『
環
世
界
体
感
ド
ー
ム

Ｓセ

ネ

リ

ウ

ム

ｃ
ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
』
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
参
加
し
、
ド
ー
ム
状
の

シ
ア
タ
ー
内
で
、
３
６
０
度
撮
影
さ

れ
た
映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
ド
ー
ム
の
中
に
横
に
な
っ

て
映
像
を
見
る
の
で
、
と
て
も
没
入

感
が
あ
り
ま
す
。

　

整
理
券
を
当
初
１
回
20
枚
、
１

日
11
回
上
映
を
２
日
配
布
の
た
め
、

合
計
４
４
０
枚
用
意
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
配
布
開
始
し
て
す
ぐ
に
整

理
券
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
最
終

的
に
は
追
加
で
上
映
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
広
い
会
場
の
中
で

多
く
の
方
に
感
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
が
ま
ず
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
た
ち
は
海
中
掘
削
や
サ
ン
ゴ

の
産
卵
な
ど
の
調
査
中
や
、
今
年

の
シ
マ
遊
び
な
ど
の
機
会
に
３
６
０

度
映
像
の
撮
影
を
進
め
て
き
て
お

り
、
喜
界
島
と
サ
ン
ゴ
の
魅
力
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
、
私
は
ド
ー
ム
内

で
映
像
を
上
映
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
が
、
映
像
が
始
ま
り
、
喜
界

島
の
海
の
中
が
映
っ
た
瞬
間
、
観
客

（
特
に
子
ど
も
た
ち
）
が
感
嘆
の
声

を
上
げ
た
こ
と
で
す
。
私
自
身
も

喜
界
島
の
よ
う
な
南
国
の
海
に
初

め
て
潜
っ
た
と
き
の
感
動
を
思
い
出

せ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
期

　

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
喜
界
島
に

来
て
く
れ
た
、
迫
す
ず
な
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
！

Q1
：
自
己
紹
介

出
身
大
学
学
部
：
近
畿
大
学
農
学

部研
究
内
容
：
サ
ン
ゴ
の
白
化

将
来
の
夢
：
自
然
保
護
（
主
に
野

生
動
植
物
）
に
携
わ
る
こ
と
、
日

本
一
周
・
世
界
一
周
を
果
た
す
こ
と

Q2
：
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
理
由

　

私
は
大
学
の
研
究
の
た
め
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ン
ゴ
の
研
究
を
し
た
い
と
思
っ
た

時
、
教
授
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
の
が
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研

究
所
で
し
た
。
ま
た
、
喜
界
島
の

自
然
や
文
化
な
ど
の
環
境
に
触
れ

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
。

Q3
：
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
に
取

り
組
ん
だ
こ
と

　

環
境
問
題
の
一
つ
で
あ
る
サ
ン

ゴ
の
白
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、

喜
界
島
の
中
の
２
地
点
で
サ
ン
ゴ

の
白
化
状
態
と
海
水
の
水
質
を
調

べ
ま
し
た
。
実
際
、
海
水
温
の
上

昇
が
影
響
し
て
い
る
の
か
枝
状
の

サ
ン
ゴ
は
ほ
と
ん
ど
白
化
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
白
化
し
か
け
て

い
る
サ
ン
ゴ
を
採
取
し
て
研
究
所

内
の
管
理
さ
れ
た
水
槽
に
保
管
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
光
合
成
活
性
度

が
上
昇
し
た
（
サ
ン
ゴ
に
共
生
す

る
褐
虫
藻
が
活
性
化
し
、
白
化
か

ら
少
し
復
活
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）

個
体
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
度
白
化
し
た
サ
ン
ゴ
で
も
、
サ
ン

ゴ
に
適
し
た
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
白
化
し
た
サ
ン

ゴ
も
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Q4
：
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
得
た
学
び
や
経
験
を
今
後
ど
う

生
か
し
た
い
か

　

来
年
か
ら
は
就
職
先
で
植
物
の

管
理
や
調
査
研
究
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
機
会
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
培
っ
た
研
究
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
就
職
先
で
活
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
だ
け
で
な
く
海
外

で
も
サ
ン
ゴ
の
調
査
や
観
察
を
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
調
査
場

所
や
サ
ン
ゴ
の
種
類
に
よ
っ
て
サ

ン
ゴ
の
状
態
や
周
辺
環
境
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
今
回
の
経
験
が
、

い
つ
か
私
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

自
然
保
護
活
動
に
役
立
つ
時
が
来

れ
ば
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

SceNERIUM 内部の様子
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川嶺ユミタ編 あの日あの頃

喜界町中央公民館 歴史民俗資料室

～うやふじぬ想いをつなぐ～

・・

あえぇん しりばー　さーえぇん  すすよ 。
（そうしたら　どうするの。）

  いとぅ や　ちりいば　むすべーなりんどー。　
  ちゅとぅ ちゅぬ   えぇのー   ちりいば   むすべーならんどー。
  （糸は切れれば結ぶことはできるよ。
    人と人との縁は切れれば結ぶことはできないよ。)

      あげー !    いとぅ が   ちりてぃ。さーえぇん  しろうか。  
        　 （あら！糸が切れた。どうしようか。 )

●
糸
繰
り
節
の
歌
唱
者
：
河
野
　
栄
一
郎
さ
ん

昭
和
　
年
生
ま
れ
、
川
嶺
出
身

●
平
成
元
年
佐
東
喜
三
郎
氏
収
録
に
よ
る
音
源
よ
り

☆
栄
一
郎
さ
ん
は
、
戦
後
、
先
輩
の
唄
や
三
味
線
を
聴
き
、
自
作
の

缶
カ
ラ
三
味
線
を
弾
い
て
見
様
見
真
似
で
覚
え
た
そ
う
で
す
。

喜
界
町
職
員
と
し
て
役
場
三
味
線
同
好
会
を
発
足
し
講
師
も
務

め
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
島
寄
り
の
唄
と
三
味
線
で

    
し
た
が
、
と
て
も
上
手
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

  

歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

喜
界
島

☆
　
付
き
歌
詞
集

    【
歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

     

喜
界
島
】
よ
り
ご
紹
介

  ユミタ指導：原島弘子さん             　　 川嶺敬老祝賀会
          昭和 30 年前後　やどぅ (集会所 )

川嶺公民館改築内装工事完成祝い
　　  　      昭和 53 年   「ちゅに　はまちぇ　さぎいんむんどー」

  「さっさんちゅでぃむ　くい けーらんば　いかんどー」
  「ちゅんくぅとぅしりばー　ふーや  いぃりんどー
　かんちゃー  や　まぐぅにむ　ゆたさんどー」
( 「人に頭を下げるものだよ」
　「どんな人でも声かけ (あいさつ)しないといけないよ」
　「人のためになることをすれば果報があるよ
　  ( 自分の ) 子ども達や孫にも良いことがあるよ」 )

３

　　       おお。あえぇん でんな。 （はい。そうですか。）

いいいかんかんか どーどーど 」」
んんんどどどーー
ーーー」」」

いけいけいけななな

んんんどどど 」」
ーーー

ないないないよ」よ」よ」

 。

」

ななりんどーー
いば   むすば むす
よ。
とはでききない

ー。ー
すべすべー

きない

どー。

いよ。)

　
ーならんどならんど

いよ。)
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喜界町地域おこし協力隊活動報告喜界町地域おこし協力隊活動報告

隊 員 名：土屋純子
出 身 地：東京都
ミッション：喜界町の日本ジオパーク認定に関わること全て
最 近：気温が 20 度を切ると「寒い」と思うようになった

　（もう私は立派なしまっちゅ）

｢ 目指せ ! 日本ジオパーク認定 ｣｢目指せ ! 日本ジオパーク認定 ｣

第 11 回東経 130 度喜界島マラソン開催決定！第 11回東経 130度喜界島マラソン開催決定！

　第 11 回喜界島マラソンも「目指せ！日本ジオパーク認定」がついて、令
和７年４月 13 日に開催が決定しました！ランナーの皆様は喜界島の大地を
踏みしめ、喜界島を堪能してください。
　さらに翌日の 14 日には、前回大好評だったジオツアーを今年も開催し
ます！喜界島の地形地質や歴史、文化をじっくり堪能できる内容となって
おります。奄美、鹿児島行きの夕方便の時間に間に合う時間に解散します。
ランナーの方はもちろん、一緒に島を訪れる方、そして地元の皆様のご参
加も大歓迎です！
　詳細はウェブサイトでご確認ください。みんなで喜界島を駆け抜け、楽
しみましょう！

地方創生実践塾 in 奄美市に参加してきました！地方創生実践塾 in 奄美市に参加してきました！

　11月16 日から１泊２日で行われた地域活性化センター主
催の「地方創生実践塾まちづくりメディアラボ in 奄美市」に
参加してきました。テーマは、～ＷＥＢ・動画・写真を駆使し
た地域プロモーションを学ぶ～です。現在、喜界町の日本ジ
オパーク認定に携わる中で、必要なスキルを学ぶ絶好の機会
となりました。
　主任講師の谷中修吾氏（BBT 大学教授）の講義の後、実
際に豪雨の中のカヌー、浦上集落での相撲や八月踊りの体
験を通して奄美市の新たな仮想ツアーを構築しました。翌日
は、前日の体験で撮った写真を使って「画像１枚で興味を引
き付ける」手法を学びました。この研修で得た知識を活かして、
喜界島の魅力を発信し続けたいと思います。また、抜かりなく
全国から来た他の参加者の方々に「奄美空港から喜界島見え
るんですよ！10 分で着くんですよ」とアピールしてきましたよ。

土屋の秋土屋の秋

　ソーメンガブーの前後に高校の頃の先生が遊びに来てくれました。島を案内
して、相撲や八月踊り、ソーメンガブーに、土岐宏大さん、川畑さおりさんの島
唄を堪能して、太鼓も叩いて踊って喜界島を楽しんでもらいました。最後に案内
した場所は…地下ダムの端っこの看板！ここは土屋のときめきスポットですのよ。
実際に地下ダムは見学しましたが、止水壁の終点の看板を見たことでより地下
ダムのイメージがはっきりしたそうです。喜界島を隅から隅まで楽しんでもらえ
ました！
　今年も一年ありがとうございました。早いもので私の地域おこし協力隊の任期
は、３年のうちの半分を切りました。今後も喜界島の魅力を発信しながら、日本
ジオパーク認定に向けた取り組みを全力で進めて行きます。多くの方々に支えて
いただき、地域の歴史や自然、文化について学ぶ機会にも恵まれました。来年
はさらに皆さんと連携し、喜界島の魅力を島内外に届けていけるよう頑張ります！
　みなさまどうぞ良いお年をお迎えください

喜界島の海の中もすごくときめきます！
来年はもっと潜りたいな

前回のツアーの様子

奄美市浦上集落にて相撲を教えてくれた地元の方、
講師の先生、全国から集まった参加者の皆さんと

（純子を探せ！　ヒント：奄美）

地下ダムの終点の看板を撮る先生
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喜界町地域おこし協力隊活動報告喜界町地域おこし協力隊活動報告
隊員名：市川萌笑
業　務： サンゴ留学の広報、留学生の生活面サポート、高校・サンゴ研究所

との連携
任　期：令和４年４月～令和７年３月

・令和７年度入寮審査が実施され、いよいよ・令和７年度入寮審査が実施され、いよいよ
４月にはサンゴ留学生の３期生を受け入れます!４月にはサンゴ留学生の３期生を受け入れます!

　11月17 日（日）に令和７年度サンゴ留学入寮審査
が実施されました。６月からオンライン説明会や対面
説明会、オープンスクール等を行ってきましたが、大
半の方がそれらのイベントから興味を持ってくださり、
サンゴ留学の志望者へと繋がっています。今年は募
集定員の６名に対して、昨年と同人数の13 名の応募
がありました！選考の結果６名の生徒が選ばれ、３月
に喜界高校で行われる一般選抜試験に向けてこれか
ら益々励んでいくことになります。１年前の４月に１期
生６人が入学・入寮し、今年の４月からは２期生６人
も加わり、現在12 人のサンゴ留学生が喜界高校に通
いながら寮生活を送り、研究活動を進めています。い
よいよ寮の中で３学年が揃うという嬉しさを感じなが
ら、現在の１・２年生やスタッフと一緒に、新１年生
を迎える準備を引き続き進めていきたいと思います！

①・②　２年生の３名がサンゴ礁学会（宮﨑県）へ参加！（11/30）
③　島親との交流会の様子

～最近のサンゴ留学生の様子～～最近のサンゴ留学生の様子～

①① ②②

③③

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ノ
ー
ト

テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク

サンゴ留学の各種ＳＮＳ！

←
高
校
2
年
の
都
瞭
菜
さ
ん
が
職
場
体
験
学
習
中
に
作
成
し
ま
し
た
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月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
６
年

月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
６
年
1212
月
号
月
号

　

小
中
学
校
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
と
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

　

小
中
学
校
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
と
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

事
務
局
員　

土
屋
純
子

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

事
務
局
員　

土
屋
純
子

　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
で
は
教
育
委
員
会
、
各
小
中
学

校
、
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
、
農
業

振
興
課
な
ど
、
地
域
の
様
々
な
機

関
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
昨
年

度
よ
り
「
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
」

と「
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
」を
ス
タ
ー

ト
し
、
今
年
度
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食

ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食

　

「
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
」
は
、

喜
界
島
の
大
地
の
恵
み
か
ら
育
ま

れ
た
作
物
や
、
島
な
ら
で
は
の
食

文
化
を
給
食
に
取
り
入
れ
、
食
を

通
じ
て
学
ぶ
取
り
組
み
で
す
。「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
＋
「
パ
ク
パ
ク
食
べ

る
」
を
表
現
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
で
、
月
に

１
回
程
度
決
め
て
も
ら
っ
て
ジ
オ

パ
ク
パ
ク
給
食
の
日
に
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
取
り
上
げ
た
内
容
は
、

オ
ク
ラ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
ふ
す
ー

ぼ
ー
な
ど
で
す
。
ジ
オ
パ
ク
パ
ク

給
食
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
食
材

に
込
め
ら
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
よ

り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
、
食
材

な
ど
の
説
明
を
記
載
し
た
資
料
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
は

私
た
ち
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局
が
作
成
し
て
お
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
や
農
協
な
ど
を
訪

問
し
て
取
材
を
行
い
、
丁
寧
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
。
取
材
の
際
に
は
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
、

理
解
し
や
す
さ
を
重
視
し
な
が
ら

も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か

り
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
地
に
足
を
運
び
、

写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
資
料
が
見
て
も
わ
か
り

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

喜
界
町
の
児
童
、
生
徒
の
皆
さ

ん
に
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
お

い
し
く
、
楽
し
く
ジ
オ
パ
ク
パ
ク

給
食
で
、
喜
界
島
を
知
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

　

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
は
、
喜
界
町

の
小
学
校
３
年
生
以
上
と
喜
界
中

学
校
の
生
徒
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
で
す
。
今
年
度
か
ら

は
、
昨
年
度
か
ら
の
座
学
に
加
え
、

実
際
に
学
校
の
外
で
の
校
外
学
習

体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
内
容
が
充
実

し
ま
し
た
。

　

体
験
活
動
と
し
て
は
、
サ
ン
ゴ

の
石
垣
修
復
や
地
層
湧
水
見
学
、

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科

学
研
究
所
の
見
学
や
、
牛
の
セ
リ

市
場
、
畜
産
農
家
の
見
学
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
、
喜
界
島
の
土
壌
に
根
差
し
た

豊
か
な
自
然
や
、
そ
こ
か
ら
派
生

し
た
産
業
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
牛
舎
見
学
で
は
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
牛
に
名
前
を
付
け

さ
せ
て
も
ら
っ
た
班
も
あ
り
、
セ

リ
に
か
け
ら
れ
る
３
月
に
見
学
に

行
く
そ
う
で
す
。

　

座
学
で
は
、
サ
ン
ゴ
と
サ
ン
ゴ

礁
の
違
い
、
喜
界
島
の
成
り
立
ち
、

他
の
島
と
の
比
較
な
ど
、
喜
界
島

サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
の
研
究
員

に
よ
る
専
門
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校

の
先
生
方
に
は
７
月
に
座
学
と
体

験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
学
習
内
容

を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

サ
ン
ゴ
や
サ
ン
ゴ
礁
を
は
じ
め
、

農
業
、
畜
産
業
、
研
究
、
歴
史
文

化
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
食
べ
も

の
な
ど
喜
界
島
に
は
た
く
さ
ん
の

魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の

取
り
組
み
を
今
後
も
続
け
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
喜
界
島
の
こ

と
を
知
っ
て
、
も
っ
と
大
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

百之台での校外授業百之台での校外授業

牛舎見学　牛へのエサやり体験牛舎見学　牛へのエサやり体験

ビーチクリーンビーチクリーン
（漂着ゴミがどこからくるか教わっています）（漂着ゴミがどこからくるか教わっています）
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納付をお忘れなく ！（12 月）

【税】固定資産税３期 1/６（月）まで

【使用料】12月分上下水道使用料・公営住

　　　　宅使用料・保育料　1/６（月）まで

　納入はお早めに ! 口 座 振 替 を さ れ て い る
方 は 、 残 高 の 確 認 を お 忘 れ な く ！

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（令和６年 12 月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,642 戸（▲ 6）

人 口  ・・・ 6,305 人（▲ 9）

男   ・・・ 3,108 人（▲ 9）

女   ・・・ 3,197 人（± 0）

（　）は前月比、▲はマイナス

喜界町の住民基本台帳人口

<

萌
葉
会>

房

総

の
風

立

つ
宿

に
漂

え
る
波

う

つ
し

ぶ
き

の
潮

の
韻

律

亡
き
友
の
携
帯
番
号
迷
い
つ
つ
削
除
の
指
が
行
き
つ
戻
り
つ

戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
流
れ
る
日
常
へ
慣
れ
ゆ
く
耳
朶
に
晩
秋
の
風

絨
毯
の
ご
と
黄
の
花
び
ら
は
庭
を
埋
め
わ
れ
の
ま
な
こ
も
秋
色
に
染
む

垂
直
に
暮
秋
の
空
へ
ま
向
か
え
る
竜
舌
蘭
の
一
途
を
ま
ぶ
し
む

去
る
街
を
目
に
焼
き
つ
け
て
い
る
間
代
わ
り
に
泣
い
て
い
る
窓
ガ
ラ
ス

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

永
瀬　

す
が
乃

弘
岡　

稲
子

九
州
電
力
送
配
電
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

凧
揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
凧
揚
げ
を
行
っ
た

り
、
電
柱
や
鉄
塔
に
昇
っ
た
り

し
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
凧
が
電
線
等
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ

う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電

力
送
配
電
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社

　

奄
美
配
電
事
業
所

　

☎
０
１
２
０
９
８
６
８
０
８

  

氏　
　

名　

    

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

中
野
　

源
四
郎

泉
　

一
男

宇
陽
　

チ
エ

体
岡
　

ユ
キ
子

倉
本
　

禎
彦

基
　

喜
八
郎

増
田
　

エ
イ

佐
東
　

ミ
ツ
子

豊
島
　

幸
一

生
　

禎
藏

福
永
　

昭
三

（
73
才
・
中
里
）

（
92
才
・
赤
連
）

（
94
才
・
志
南
）

（
90
才
・
坂
嶺
）

（
90
才
・
中
里
）

（
87
才
・
湾
）

（
99
才
・
神
宮
）

（
98
才
・
赤
連
）

（
82
才
・
赤
連
）

（
94
才
・
上
西
）

（
87
才
・
湾
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

（
敬
称
略
）

中
野
　

み
ど
り

昌
本
　

忠
一

郡
　

日
出
麿

宇
陽
　

隆
一

体
岡
　

徳
章

増
田
　

安
治

基
　

サ
ク
エ

倉
本
　

廣
子

佐
東
　

忍

生
　

芳
子

中
里

東
京
都

赤
連

志
戸
桶

伊
砂

小
野
津

湾中
里

赤
連

上
嘉
鉄

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

  

氏　
　

名　

    

住
所

若
松
　

勇
輝　

（
奄
美
市
）

徳
永
　

成
美　

（
赤
連
）

種
田
　

宗
一
郎　

（
浦
原
）

山
田
　

ナ
ナ
ミ　

（
湾
）

■
寄
付
金
（
一
般
寄
付
）

巖
　

時
人
　
　
　

東
京

川
崎
　

歳
子
　
　

東
京

東
京
喜
界
会

安
田
民
謡
教
室
五
十
五
周
年

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
.１２

Ｖ
ｏｌ．６

９
０

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所（令和７年１月１日～１月 31 日）（令和７年１月１日～１月 31 日）

上記カレンダーの●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合わせください。

■　

編　

集　

後　

記　

■

11
月
11
日
か
ら
４
日
間
、
高
校
２
年
生
が
職
場
体
験
学
習

と
い
う
こ
と
で
、
企
画
観
光
課
に
も
３
名
来
ま
し
た
。
そ
の
中

の
１
名
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
表
紙
を
ま
る
っ
と
お
任

せ
し
ま
し
た
。

　

期
間
前
か
ら
表
紙
を
担
当
し
て
も
ら
お
う
か
な
ぁ
と
思
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
他
の
作
業
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
３
日
経
過
。
最
終
日
に
役
場
敷
地
内
の
公
園

で
、
保
育
園
児
と
そ
こ
に
行
っ
て
い
る
高
校
生
が
遊
ん
で
い
る

の
を
見
て
、〝
こ
れ
〝
と
思
っ
て
「
こ
の
感
じ
写
真
撮
っ
て
表

紙
に
し
よ
う
か
」
と
撮
影
か
ら
写
真
の
配
置
ま
で
半
日
で
仕
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
作
業
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
中
で
、〝
初

日
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
回
っ
て
、
写
真
を
撮
り
に
行
け
ば
よ

か
っ
た
な
ぁ
〝
と
ち
ょ
っ
と
反
省
。
今
後
に
活
か
し
ま
す
。

　

初
日
の
朝
は
『
緊
張
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
～
』
よ
う
で
し
た

が
、
進
路
の
こ
と
や
高
校
大
学
の
と
き
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
と

い
う
よ
う
な
雑
談
し
な
が
ら
、
楽
し
く
お
仕
事
で
き
ま
し
た
。

　

話
変
わ
っ
て
、
平
成
元
年
生
の
私
た
ち
は
来
年
、
36
歳
の

年
男
・
年
女
を
迎
え
る
の
で
元
日
駅
伝
で
襷
を
繋
ご
う
か
と

計
画
中
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
卒
業
か
ら
18
年
。
昼

は
楽
し
く
も
苦
行
を
味
わ
い
、
夜
は
皆
で
鍋
を
つ
つ
こ
う
か
と

企
ん
で
い
ま
す
。
12
時
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
ス
タ
ー
ト
、
南
回

り
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
40
～
50
人
く
ら
い
で
繋
ぎ
ま
す
。

例
年
は
た
ち
や
有
志
が
出
て
い
る
の
で
、
時
間
あ
っ
た
ら
沿
道

で
声
か
け
し
て
い
た
だ
け
る
と
力
に
な
り
ま
す
。

　

の
ん
び
り
し
て
い
た
ら
、
も
う
令
和
６
年
も
残
り
わ
ず
か
で

す
。
例
年
ど
お
り
〝
今
年
も
何
も
し
て
な
い
な
ぁ
〝
な
ん
て
思

い
な
が
ら
で
す
が
、
１
年
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

●年末年始休館
　（12/29 ～）

5 6 7 8 9 10 11

●内科診療
　（～ 8 日）
　【診療 8：30】

●休館日 ●お正月
　おはなし会
　【14：00】

12 13 14 15 16 17 18

●内科診療
　（～ 15 日）
　【診療 8：30】

成人の日
●休館日

19 20 21 22 23 24 25

●母子相談
　【子育11：00】
●休館日

●２歳・２歳半
　歯科健診
　【すこ13：15】
●特別資料
　整理休館
　（～２/２）

●乳児健診・
１歳歯科相談

　【すこ13：00】

26 27 28 29 30 31

●内科診療
　（～ 29 日）
　【診療 8：30】

●３歳児健診
　【すこ13：15】

B ブロック優勝B ブロック優勝
小野津体協小野津体協
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